
土
岐
市
長 

土
岐
新
時
代
を
み
ん
な
の
力
で
!!
 

  　
市
制
五
十
周
年
の
春
、
待
望

久
し
か
っ
た
東
海
環
状
自
動
車

道
が
開
通
し
、
土
岐
プ
ラ
ズ
マ
・

リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク
も
街
開
き
さ

れ
、
国
内
外
か
ら
年
間
三
百
二

十
万
人
余
の
来
客
が
期
待
さ
れ

る
土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト

レ
ッ
ト
も
開
店
し
、
土
岐
の
新

し
い
時
代
が
始
ま
り
ま
す
。 

　
（
土
岐
南
）
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
の
近
く
で
は
、
土
岐
口
温

泉
の
掘
削
に
成
功
し
、
魅
力
が

拡
大
し
て
お
り
ま
す
。 

　
研
究
学
園
都
市
機
能
と
し
て

は
、
自
然
科
学
研
究
機
構
の
ご

協
力
を
得
て
、
名
工
大
前
学
長
・

柳
田
博
明
博
士
の
ご
指
導
に
よ

り
、
国
際
マ
テ
リ
ア
ル
ア
カ
デ

ミ
ー
構
想
を
新
た
に
推
進
中
で

あ
り
ま
す
。 

　
こ
れ
は
「
出
る
杭
を
育
て
る
」

を
合
言
葉
に
、
人
材
育
成
と
貴

重
な
新
素
材
の
開
発
を
通
し
て
、

新
時
代
の
産
業
構
造
の
高
度
化

を
図
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
懸
念
さ
れ
る
人
口
減
少

時
代
を
目
前
に
し
て
、
本
市
で
は

総
合
計
画
が
幸
い
順
調
に
進
捗
し
、

「
交
流
大
地
・
土
岐
」
の
基
盤
も

出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

　
土
岐
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
の
集
客
数
は
、
恐
ら
く
県
下
で

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
と
存
じ

ま
す
が
、
新
た
に
百
万
人
単
位
の

集
客
が
見
込
め
る
大
型
商
業
施
設

立
地
の
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。 

　
一
般
論
と
し
て
、
高
速
道
路
な

ど
の
開
通
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て

「
ス
ト
ロ
ー
効
果
」
と
い
う
こ
と

が
い
わ
れ
ま
す
。 

　
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
む
と
き
の
ス
ト

ロ
ー
の
よ
う
に
、
高
速
道
路
の
開

通
に
よ
っ
て
、
広
く
市
外
か
ら
人
々

を
吸
い
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
そ
れ
と
も
、
市
内
の
人
々
が

吸
い
出
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
広
く
市
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
、

物
、
金
、
情
報
な
ど
が
市
内
に
流

れ
込
ん
で
こ
そ
、
地
域
は
活
性
化

す
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
本
市
の
強
み
を
考
え

ま
す
と
、
厳
し
い
不
況
下
で
は
あ

り
ま
す
が
、
陶
業
の
長
い
歴
史
と

伝
統
が
あ
り
、
素
晴
ら
し
い
生
産

技
術
と
感
性
が
あ
り
、
就
中
、
元

屋
敷
陶
器
窯
跡
（
織
部
の
里
）
は

国
の
指
定
史
蹟
で
あ
っ
て
東
洋
の

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
精
華
と
ま
で
称

え
ら
れ
て
お
り
ま
す
”
織
部
“
発

祥
の
地
で
あ
り
、
近
年
世
界
的
に

注
目
さ
れ
ま
す
「
非
対
称
の
美
」

の
原
点
で
も
あ
り
ま
す
。 

　
世
界
史
の
面
か
ら
考
察
い
た
し

ま
す
と
、
約
五
百
年
前
に
大
航
海

時
代
が
始
ま
り
、
五
十
年
し
て
種

子
島
に
鉄
砲
と
南
蛮
文
化
が
伝
来

し
、
室
町
の
東
山
時
代
の
洗
練
さ

れ
た
文
化
と
南
蛮
文
化
と
い
う
異

文
化
交
流
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
五

十
年
後
、
今
か
ら
約
四
百
年
前
に

突
如
と
し
て
織
部
な
ど
の
美
濃
桃

山
陶
の
優
品
が
創
出
さ
れ
、
当
時

と
し
て
画
期
的
な
十
四
連
房
の
巨

大
な
登
り
窯
で
大
量
生
産
を
行
い
、

一
世
を
風
靡
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
奇
想
天
外
に
思
わ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
世

界
文
化
遺
産
に
な
る
資
格
は
十
分

と
考
え
、
世
界
文
化
遺
産
の
暫
定

リ
ス
ト
に
登
録
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
文
化
庁
に
要
請
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　
土
岐
の
美
濃
焼
の
生
産
技
術
は

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、

残
念
な
が
ら
正
当
な
評
価
を
得
て

お
り
ま
せ
ん
。 

　
何
百
万
人
も
の
人
々
に
土
岐
の

地
で
、
世
界
文
化
遺
産
で
あ
る
陶

芸
の
歴
史
と
素
晴
ら
し
い
美
濃
焼

に
触
れ
、
ご
愛
用
い
た
だ
け
る
の

が
私
の
夢
で
あ
り
ま
す
。 

　
夢
は
実
現
し
て
こ
そ
夢
で
あ
り

ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
数
年
、
産
業

観
光
の
気
運
が
高
ま
り
、
道
の
駅

「
ど
ん
ぶ
り
会
館
」
や
「
志
野
・

織
部
」
、
さ
ら
に
民
間
で
は
「
す

り
ば
ち
館
」
や
「
と
っ
く
り
村
」
、

「
ゆ
の
み
の
里
」
等
々
の
企
画

が
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
遠
来

の
お
客
様
を
大
切
に
お
迎
え
す

る
の
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
濃
南
地
域
活
性
化

の
た
め
に
、
美
容
と
健
康
づ
く

り
を
目
的
と
し
た
「
ク
ア
ハ
ウ

ス
曽
木
」
の
建
設
を
進
め
、
バ

ル
ネ
オ
・
セ
ラ
ピ
ー
（
温
泉
療

法
）
の
魅
力
的
な
拠
点
と
し
て

広
域
的
な
集
客
を
目
指
し
、
市

民
の
皆
様
の
美
容
と
健
康
に
役

立
て
る
と
と
も
に
、
市
内
の
宿

泊
施
設
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
と
存
じ
ま
す
。 

　
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
求
め
ら
れ

る
時
代
、
ア
グ
リ
ツ
ー
リ
ズ
ム

（
農
業
体
験
旅
行
）
な
ど
も
、

こ
れ
か
ら
の
成
長
分
野
と
し
て

構
想
を
進
め
、
緑
豊
か
な
陶
芸

と
先
端
技
術
の
あ
る
快
適
交
流

都
市
・
土
岐
市
を
み
ん
な
で
創

ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
!! 

 

※
「（
土
岐
南
）
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
」
の
表
示
は
、
地
図
表
示

を
除
き
、
文
章
表
現
の
場
合
、

通
称
と
し
て
使
い
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。 

―
時
代
の
転
換
期
に
立
っ
て
―
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